
令和８年度 取組の手引き

日本型直接支払制度のうち

環境保全型農業直接支払交付金





農業の持続的発展と農業の有する多面的機能の健全な発揮を図るためには、意欲
ある農業者が農業を継続できる環境を整え、国内農業の再生を図るとともに、農業が
本来有する自然循環機能を維持･増進することが必要です。
環境問題に対する国民の関心が高まる中で、我が国における農業生産全体の

在り方を環境保全を重視したものに転換していくとともに、農業分野においても
地球温暖化防止や生物多様性保全等に積極的に貢献していくため、環境保全に
効果の高い営農活動に対して支援を行う  「環境保全型農業直接支払交付金」
（以下「環境直払」といいます。） を平成23年度から実施しています。
平成27年度からは「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に

基づく制度として環境にやさしい農業に取り組む農業者を支援しており、令和７年度
から第３期を開始しました。
また、農林水産省は、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベー

ションで実現することを目指し「みどりの食料システム戦略（令和3年5月）」を策定、 
令和４年４月22日に環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事
業活動の促進等に関する法律（みどりの食料システム法）が成立し、同年７月１日に
施行されました。
本戦略では、SDGs（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）や環

境に対する関心が国内外で高まり、重要な行動規範としてあらゆる産業に浸透しつつ
ある中で、化学農薬・化学肥料や化石燃料の使用抑制等を通じた環境負荷低減を図り、
将来にわたり、食料の安定供給と農林水産業の持続的な発展を目指すこととしていま
す。

～ 事業に取り組む際の注意事項 ～
本事業の申請受付事務や交付金の負担を行うことが難しい市町村もあることから、
あらかじめ農地の所在する市町村に、本事業の申請が可能かどうかをお尋ねください。
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ളਯभ஗঵঻ؚྼमളਯभ஗঵঻఺ल৉域કড়ಉभ৉域भৰੲपૢगञ্رप
ेढथଡਛऔोॊભਔੌ௶قਰৣَ農業঻੮৬ُधःअك؛ऋ対଴पऩॉऽघ؛
農業঻੮৬मؚ৻਀঻ؚੌ௶भૠ৺॑৒ीॊधधुपؚੌ௶धखथभ口ౠ॑৫ਝ
खथऎटऔः؛

౐ஆदহ঵॑ৰ઱खेअधघॊ஗঵঻ق଻যҩ১যكमؚਰৣभःङोऊभ૖੯प
ჾਊघॊधधुपؚ৘঴੨ऋ્पੳीॊৃ合पৌ଴पऩॉऽघ؛

ৌ଴঻⋛

⋇ ૐ૳भ࿊৉એ஋भ঳৒સ合ਰ঱भ஗৉पおいथؚৌ଴ણ৿॑ষअ஗঵঻

஗঵঻੮৬भ区域पणいथ

－ 1 －

叵 ৊঳৘঴੨भ෇೧৔द農業঻੮৬॑形ਛखथऎटऔः؛
ृि॑੭ऩः事ੲपेॉ৘঴੨ୠ॑தइथ੮৬॑形ਛघॊৃ合मؚ৊঳都道府県ق北海道प
ँढथम৊঳総合振興局ྼम৊঳振興局ك৔भ৘঴੨ྼम౮ऩॊ都道府県पउःथๆமघॊ
৘঴੨द事業॑ৰ઱घॊेअपखथऎटऔः؛

叵 ളਯૐ૳ृ৘঴੨৸ୠद農業঻੮৬॑形ਛघॊऒधु૭ચदघ؛
叵 ളਯभ৘঴੨भ෇೧द農業঻੮৬॑形ਛघॊৃ合ؚजोझोभ৘঴੨प事業ੑ઺भੳ৒॑
ਭऐॊ૑ਏऋँॉऽघभदؚजोझोभ৘঴੨पँैऊगीउਖः合ॎचऎटऔः؛

ٛ農業঻੮৬भ୻ٜ

農業者 は、環境ઉ払の対଴ણ৿に取りੌ峪農業者

環境৳৸஑農業を௓ਤするભਔの
崘ループ、農ੈのেਓ者৖ভ等

農業者 農業者

農業者 農業者

৊঳੮৬৔पؚ୭୆ઉ௸भৌ଴ણ৿प਄ॉੌि஗঵঻ऋڮ੡ਰ঱いॊऒधऋ૑ਏदघ؛

農業者 農業者

農業者 農業者以ਗ

੗એ৓ਃ能੍払のણ৿ੌ௶、
র৛間地ୠ等ઉ接੍払のૐ૳等

は、環境ઉ払の対଴ણ৿に取りੌ峽でいない農業者

䠶

農業者

農業者

農業者

対଴ਗ

ളਯभ஗঵঻दଡਛऔोॊ১যق農業ੈ৊ੌ合॑௾ऎك

ڭپ َ対଴ણ৿ُधमؚ৲৾ෝમҩ৲৾農ఇभઞ৷॑都道府県भຯষঞঋঝऊैਉಋڱસਰ঱଩੖घॊ取ੌ
ध合ॎचथষअ取ੌقᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ಉ॑كःःऽघ14عڱقঌش४૞ස؛ك

ڮپ ଅ৉ਹ৷஑੿੟ਰਗपणःथमڮસਰ঱पऩॉऽघ؛
環境ઉ௸पउःथَଅ৉ਹ৷஑੿੟ُधमؚഏ်ؚق৵်ؚ੸૖大်ؚ౽૖大်఺लमटऊ်ؚك大໼ؚ
जयؚऩञबؚथ॒ཅؚद॒श॒ਉમ৷योःखॆ఺ल༩મ੿੟॑ःःऽघ؛

ૐ૳भ
࿊৉
એ஋

農業者が対଴ણ৿を行うએ積

・対଴ણ৿پ��भ取ੌએ஋ऋؚঽମभ࿊੿घॊ஗঵ૐ૳भ
࿊৉એ஋भ໪ब1/2ਰ঱پ��धऩॊ農業঻
৊঳৘঴੨৔भളਯभ農業ૐ૳द対଴ણ৿॑ষअৃ合मؚ
ःङोऊभ農業ૐ૳द1/2ਰ঱پ��भસ合॑தइॊ૑ਏऋँ
ॉऽघ؛

・৊঳৘঴੨৔भ対଴ણ৿भ取ੌએ஋ऋؚ৸বभ஗঵ૐ૳भ
਴಑࿊৉એ஋भ໪ब1/2ਰ঱پ��धऩॊ農業঻

஗঵঻भੌ௶घॊ੮৬１

঳৒भ૖੯॑௥ञघ஗঵঻２

⋈ ളਯभ஗঵঻दଡਛऔोॊ১য

－ 1 －



農業঻੮৬भଡਛ৩ؚྼम঳৒भ૖੯॑௥ञघ農業঻ऋ環境ઉ௸भ支援भ対଴ध
ऩॊपमؚઃभਏ੯॑௥ञघ૑ਏऋँॉऽघ؛
⋇ ਌੿੟ڭپपणःथ୿ਲ਼घॊऒध॑৯৓पেਓ॑ষढथःॊऒध؛
⋈ َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺभ૚਄ੌपॳख़ॵॡ ڮپ खञ঱दؚ

઀লघॊऒध؛

஗঵ஷ௪৉域৔भ஗৉ؚেਓ෤৉৉区৔भ஗৉پदষॎोॊ対଴ણ৿ऋ支援भ対଴
धऩॉऽघ؛ถ಍पणःथम農৉भ所૔घॊ৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛
؛取ੌ॑ষअ੒৒भ農৉ऋჾਊ৉ୠ৔पँॊऊঽ੘৬पਖ合चखथનੳखथৣऔः؟対଴農৉پ

－ 2 －

ৌ଴஗৉پ

੍ରभৌ଴धऩॊ஗঵঻भਏ੯⋝

⋜

َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺपणいथ

みどりの食料システム法に基づく国の基本方針において示された

農林漁業に由来する環境負荷に

総合的に配慮するための基本的な取組

●実施状況欄の全ての項目に、チェックすること。

●翌年度においても、全ての項目について取り組む計画を立て、
翌年度欄にチェックすること。

環境直払においては、以下の内容を要件としました。

支援対象農業者は、「みどりチェック」チェックシートの項目について

環境଀෰଩੖भॡট५॥থউছॖ॔থ५धमؚ農林水産省भ૚ரଓஃ事業ಉपउःथؚ੅
ਢ૭ચऩ୫મ३५ॸ঒भଡണप਱ऐञ環境पृऔखः農林ී業भञीप૑ਏऩਈ଩଒भ取ੌ
॑ਏ੯৲घॊुभदघ؛

ڭپ َ਌੿੟ُधमથਃ農業भ取ੌྼम৲৾ෝમ・৲৾農ఇभઞ৷॑都道府県भຯষঞঋঝऊैਉಋڱસਰ঱଩੖घॊ取
ੌभ対଴੿੟भऒधदघ؛

ڮپ َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺق஘ૄਸ਼15ಀكप৒ीॊ੅ਢ૭ચऩ୫મ३५ॸ঒भଡണप਱ऐञ環境पृऔखः
農林ී業भञीप૑ਏऩਈ଩଒भ૚取ੌपणःथॳख़ॵॡखथऎटऔः؛
本ઐહসप取ॉੌिपँञढथमؚ َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺؚ॑ৰ઱૾யਾઔभ੠प઀লखथःञटऌऽ
घ؛
ড়৑੮৬भਸ਼三঻ੳ઒قGLOBALG.A.P.ؚASIAGAPؚJGAPك఺ल農林水産省पेढथ国੠水૆GAPफ़ॖॻছॖথष
भ૆ುનੳੋादँढथؚਸ਼三঻નੳभலੌा॑થघॊ都道府県GAPಉ॑取੭खथःॊৃ合मؚੳ઒છभ୼खಉ॑઀
লघॊऩनؚGAPभ取ੌ॑નੳघॊऒधपेढथؚ َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺभ઀ল॑省റदऌऽघ20ق
ঌش४૞ස؛ك
農業生産ણ৿भৰଙपૢगथৰ੠प取ॉੌ॒ट৔ઍपणःथؚٸჷप農業生産ણ৿भৰଙपૢगथৰ੠प取ॉੌ॒ट৔ઍपणःथؚٸჷप ॑੶োखथऎटऔः؛
โফ২प取ॉੌि੒৒भඨ৯पणःथؚٸჷप
農業生産ણ৿भৰଙपૢगथৰ੠प取ॉੌ॒ट৔ઍपणःथؚٸჷप
โফ২प取ॉੌि੒৒भඨ৯पणःथؚٸჷप ॑੶োखथऎटऔः؛

適正な施肥 適正な防除 エネルギーの節減

悪臭・害虫の
発生防止

廃棄物の発生抑制
循環利用・適正処分

生物多様性への
悪影響の防止

環境関係法令
の遵守

－ 2 －



－ گ －

َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺق஘ૄك

ෆᐜ䛻୍㒊ಟṇ䛜䛒䛳䛯䛯䜑䚸䠬䠠
䠢䝣䜯䜲䝹䛻ᕪ䛧᭰䛘䜢䛚㢪䛔䛧䜎䛩

（Ϯ᭶ϭϲ᪥㏣グ）
ྑグ䛾⏬ീ䛻䛴䛔䛶䚸ฟຊ䛩䜛䛸୙
㩭᫂䛻䛺䜛䛯䜑䠬䠠䠢䝣䜯䜲䝹䛻ᕪ䛧
᭰䛘ྍ⬟䛷䛧䜗䛖䛛（Ϯ᭶ϵ᪥㏣グ）

（様式第15号）
「みどりチェック」 チェックシート

組織名

住所

連絡先

実施
状況

翌年度
取組計画

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

＜報告内容の確認と個人情報の取り扱いについて＞

・本チェックシートにて報告された内容については、農林水産省等が対象者を抽出し、実施状況の確認を行います。

・記入いただいた個人情報については、本チェックシートの実施状況確認のために農林水産省等で使用し、

　ご本人の同意がなければ第三者に提供することはありません。

上記について、確認しました →

肥料の適正な保管

氏名

環境保全型農業直接支払交付金実施要領（平成23年４月１日付け22生産第10954号生産局長通
知）第８の４の（１）のウに基づき以下のとおり、「みどりチェック」チェックシートにつ
いて、報告します。

環境関係法令の遵守等

みどりの食料システム戦略の理解

関係法令の遵守

正しい知識に基づく作業安全に努める

適正な施肥

悪臭及び害虫の発生防止

肥料の使用状況等の記録・保存に努める

作物特性やデータに基づく施肥設計を検討

有機物の適正な施用による土づくりを検討

適正な防除・生物多様性への悪影響の防止

病害虫・雑草が発生しにくい生産条件の整備を検討

病害虫・雑草の発生状況を把握した上で防除の要否及びタイミングの判断に努める

多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除を検討

農薬の適正な使用・保管

農薬の使用状況等の記録・保存

エネルギーの節減

省エネを意識し、不必要・非効率なエネルギー消費をしないように努める

悪臭・害虫の発生防止・低減に努める

廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分

プラ等廃棄物の削減に努め、適正に処理

（注１）農業生産活動の実態に応じて実際に取り組んだ内容について、「実施状況」の□欄に✔を記入してください。
（注２）翌年度に取り組む予定の項目について、「翌年度取組計画」の□欄に✔を記入してください。
（注３）翌年度に当該事業に取り組まない場合は、「翌年度、当該事業を取り組まない」の□欄に✓を記入してください。
（注４）関係法令の遵守について、対象は、肥料の品質の確保等に関する法律（昭和25年法律第127号）、農薬取締法（昭
　　　　和23年法律第82号）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）、食品循環資源の再生利用等
　　　　の促進に関する法律（平成12年法律第116号）、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（平
　　　　成７年法律第112号）、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）とする。

 翌年度、当該事業を取り組まない

チェックシート
解説書

（農林水産省HP）
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農業঻੮৬भଡਛ৩ؚྼम঳৒भ૖੯॑௥ञघ農業঻मَঽே୭୆भ৳৸पৱघॊ
஗঵भেਓ্ૄ॑଑োखञ஗঵েਓણ৿भৰ઱॑௓ਤघॊञीभણ৿ُقਰৣ
َ௓ਤણ৿ُڭپ धいいऽघك؛धखथਰৣपൕऑॊણ৿भअठؚःङोऊڭण
ਰ঱॑ৰ઱खथऎटऔः؛
農業঻੮৬मਉಋधखथؚ対଴ણ৿प取ॉੌिघसथभ農業঻ऋુৢभણ৿॑
৭උघॊ૑ਏऋँॉऽघ؛

হ঵ਏ੯ق௓ਤણ৿भৰ઱ك⋞

ڭپ 農業भથघॊ੗એ৓ਃચभ৅มभയਤप関घॊ১൅भ੦本৶୛प੦तऌؚ৉ୠभ農業঻भ৴௚ಉपे
ॉ環境৳৸஑農業भ൤఺௓ਤ॑௕ॊऒध॑৯৓प事業ਏ੯धखथःऽघ؛

ڮپ ᇊෝभ઱৷ृؚથਃ農業भਸ઴ೈ઼प取ॉੌि農業঻قถ಍म7ؚ11ঌش४૞සكमؚଅယ൧૵भৰ઱
ऋਏ੯धऩढथःॊञीؚ௓ਤણ৿धखथ৭උघॊऒधमदऌऽच॒؛

گپ ৉ୠ振興য়১્ق৒農山੨৉ୠपउऐॊ農林業ಉभણਙ৲भञीभ੦ೕତ૟भയਤप関घॊ১൅ؚ山੨
    振興১ؚૌႧ৉ୠभ੅ਢ৓৅னभ支援प関घॊ્શೈ઼১ؚ઄島振興১ؚ௞島振興১ؚ沖縄振興્શೈ઼
১ؚዀ஖群島振興৫৅્શೈ઼১ؚ৵ຖਉ౾島振興৫৅્શೈ઼১كभ੐৒৉ୠृ農林ଁੑ঱भ農業৉ୠ
థ஑ય分पउःथ中৑農業৉ୠྼम山৑農業৉ୠप分థऔोथःॊ৉ୠऋ対଴धऩॉऽघ؛ถ಍पणःथ
मؚ農৉भ所૔घॊ৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛

ڰپ ྕ田৉ୠ振興১प੦तऌ੐৒औोञ੐৒ྕ田৉ୠऋ対଴धऩॉऽघ؛
ถ಍पणःथमؚ農৉भ所૔घॊ৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛

ঽே୭୆भ৳৸पৱघॊ஗঵भেਓ্ૄ॑଑োखञ஗঵েਓણ৿भૼ୒਱঱
पঢ়घॊણ৿

ঽே୭୆भ৳৸पৱघॊ஗঵भেਓ্ૄ॑଑োखञ஗঵েਓણ৿भ৶ੰੜਤृ൤఺
पঢ়घॊણ৿

जभ౎

⋇ 技術ঐॽগ॔ঝृ൤఺ཟ৅ৱમऩनभ੿ਛ・ଦഘ
⋈ ৰ઒፳भਝ઼ಉपेॊঽே環境भ৳৸पৱघॊ農業भ生産্ૄभৰ઒・৹ਪ
⋉ ੔ฌ৓農業঻ಉपेॊ技術੐଑
⋊ ঽே環境भ৳৸पৱघॊ農業भ生産্ૄपબॊુৢ技術भ଑োृુ৊ଆ௾ಉभৰ઱
⋋ ICTृট঎ॵॺ技術ಉ॑ણ৷खञ環境଀෰଩੖भ取ੌ

⋌ ৉ୠકড়धभઐ૴ভق田೘इृઽᄥಉभ農੿業৬ୡಉكभ৫ಈ
⋍ ଅယ൧૵ृ生ऌ੟৹ਪಉ環境৳৸஍ટभ೾৒پ�

⋎ ࿊੿ଣಣ৉भ୮೮఺ल୮೮खञ農৉पउऐॊঽே環境भ৳৸पৱघॊ農業生産ણ৿भৰ
઱

⋏ 中山৑৉پ�఺ल੐৒ྕ田৉ୠپ�पउऐॊঽே環境भ৳৸पৱघॊ農業生産ણ৿भৰ઱
ك؛農業঻੮৬ಉभ取ੌએ஋भૌ઄ऋ中山৑৉ྼम੐৒ྕ田৉ୠभৃ合प଒ॊق

⋐ 農業生産ણ৿पൣअ環境଀෰଩੖भ取ੌृ৉ୠৱ౺भ࿯環ਹ৷
⋑ 環境ध৹和भधोञ୫મ३५ॸ঒भનয়भञीभ環境଀෰଩੖事業ણ৿भയਤಉप関
घॊ১൅قഥ和ڰফ১൅ਸ਼37ಀكਸ਼21૖ਸ਼ڭඨपૠ৒घॊ્৒環境଀෰଩੖事業ણ৿
ৰ઱ੑ઺भੳ৒॑ਭऐथःॊৃ合ྼमਊჾফ২ऽदपੳ৒॑ਭऐॊৄ੢ाऋँॊৃ合

⋒ जभ౎ঽே環境भ৳৸पৱघॊ農業生産ણ৿भৰ઱॑௓ਤघॊણ৿भৰ઱

ঽே୭୆भ৳৸पৱघॊ஗঵भেਓ্ૄ॑଑োखञ஗঵েਓણ৿भૼ୒਱঱
पঢ়घॊણ৿

ঽே୭୆भ৳৸पৱघॊ஗঵भেਓ্ૄ॑଑োखञ஗঵েਓણ৿भ৶ੰੜਤृ൤఺
पঢ়घॊણ৿

जभ౎

－ ڰ －
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৲৾ෝમ؞৲৾஗ఇभઞ৷॑੃੊ਿ਩भຯষঞঋঝऊैਉಋڱસਰ঱଩੖
घॊ਄ੌध合わせथষअਰৣभৌ଴਄ੌप対खथ支援॑ষःऽघ؛

਄ੌఁপਸ઴ ઐહ౐੼
كবध৉্भ合ੑق

થਃ஗঵قजयಉහჼؚ༩મ੿੟ਰਗكप新ञप取ॉੌ
ि農業঻भਭোो・৒ାप਱ऐथؚᄎသ技術भ੐଑ಉभણ
৿॑ৰ઱घॊ農業঻੮৬॑支援
ણ৿पेढथؚ新ञपથਃ農業भ取ੌ॑৫઩खञ農業঻

भથਃ農業भ取ੌએ஋पૢगथ支援

新ૠ取ੌએ஋ँञॉ
4,000৞/10a

ৌ଴ણ৿⋟

ْ ઐહ౐੼ ٓ

－ 5 －

੍ରभ৔ઍ１

৸বુৢ਄ੌ ઐહ౐੼
كবध৉্भ合ੑق

થ
ਃ
農
業

जयಉහჼؚ༩મ੿੟ਰਗ 14,000৞/10a

ऒभअठؚຍಞฅ೏஍ટभ高ःથਃ農業॑ৰ઱घॊৃ合प଒ॉؚڭپ
2,000৞॑ਸ઴؛

जयಉහჼؚ༩મ੿੟ 3,000৞/10a

ᇊෝभ઱৷گؚڮپ 3,600৞/10a

෤ෝभ઱৷ 5,000৞/10a

総
合
ଆ
௾

जयಉහჼؚ༩મ੿੟ਰਗ 4,000৞/10a

जयಉහჼؚ༩મ੿੟ 2,000৞/10a

ຍभ਺ো 5,000৞/10a

ڭپ َຍಞฅ೏஍ટभ高ःથਃ農業ُ॑৭උघॊৃ合मؚଅယ൧૵॑ৰ઱खञ঱दᇊෝभ઱৷ؚ෤
ෝभ઱৷ྼमຍभ਺োभःङोऊभ取ੌ॑ষढथःञटऌऽघ؛
ऩउؚ઱৷୤ृᄌர୤पৠऽॉऋँॉऽघ13ع11قページ参照）。

※２ 堆肥の施用とは「炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用」のことをいいます。
※３都道府県によって交付単価が異なる場合がありますので、都道府県、市町村にご確認ください。

৉域્ੳ਄ੌڰپ ઐહ౐੼
كবध৉্भ合ੑق

৉ୠभ環境ृ農業भৰଙಉ॑ྠ੧खञ঱दؚ都道府県ऋ
ணட॑ষःؚ৉ୠ॑଒৒खथ支援भ対଴धघॊ取ੌ 都道府県ऋਝ৒

ڰپ 対଴取ੌृઐહ౐੼मؚഅੳ॑ਭऐञ都道府県पेॉ౮ऩॉऽघ؛
ถ಍पणःथमؚ都道府県ؚ৘঴੨पओનੳऎटऔः؛

! ম਑২म੒઴भ෇೧৔दઐહস॑ઐહघॊலੌादघ؛
ணடપभ৸ব合ੑऋ੒઴પ॑঱৚ढञৃ合मؚઐહપऋ੖પऔोॊऒधऋँॉऽघ؛
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થਃ஗঵2

⋇ ਌੿੟भ生産पउःथؚ৲৾ෝમҩ৲৾農ఇ॑ઞ৷खथःऩःऒधڭپ؛Ҩڮ

⋈ ఢఈऊैઞ৷రૃৱ౫ऋఄਟखྼम૴োखऩःेअप૑ਏऩೈ઼॑൥गथ
ःॊऒध؛

⋉ ᄌரྼम೘હऐ৐2ফਰ঱گپઞ৷రૃৱ౫॑ઞ৷खऩःऒध؛
⋊ થ૩৿೘੟भଆ௾॑ిજपৰ઱खथःॊऒध؛
⋋ ੌఌइDNA技術भਹ৷ृଣೝ଍සೝ॑ষॎऩःऒध؛

－ 6 －

ଞभ営農ଵ৶पउःथ৲৾ෝમྼम৲৾農ఇभःङोऊ॑ઞ৷खथःऩः੿੟َُؚ水࿊ৢَڭپ
ᄎသಉଅယ॑ਹ৷खऩःᄎသ্১द生産औोॊ੿੟ُ఺लَెফਙ༩મ੿੟ُमؚ支援भ対଴
धऩॉऽच॒؛

⚫ َથਃ農産੟भ঩本農林ૠતُ਀A.ڭभෝમ఺लଅယ੝良ৱ౫ؚ਀B.ڭभ農ఇपणःथम
ઞ৷घॊऒधऋदऌऽघ11ع9قঌش४૞ස؛ك
৲৾ෝમ・৲৾農ఇ॑ઞ৷घॊऒधऩऎ生産औोञர৕ؚ၈ಉभো手ऋ൑୔ऩৃ合मؚ
ர৕෬༢घॊષரपँढथमர৕ؚ౭ു෬༢घॊષரपँढथमো手૭ચऩਈु଄ೡऩ
၈ಉदँढथؚᄌரྼम೘હऐ৏पऺৃद੅ਢ৓஍ટ॑ંघ৲৾৓प合ਛऔोञෝમ఺ल
農ఇق َથਃ農産੟भ঩本農林ૠતُ਀A.ྼڭम਀B.ڭपൕऑॊुभ॑௾ऎكऋઞ৷औ
ोथःऩःुभ॑ઞ৷घॊऒधऋदऌऽघ؛

⚫ ೘੟ଆႵ১ਸ਼23૖ਸ਼ڭඨྼमਸ਼31૖ਸ਼ڭඨप੦तऌৰ઱औोॊ৅生੒௄事業पउऐॊ૤ਾ
ऋ৅ഥऔोञৃ合ؚਊჾ૤ਾप੦तऎଆ௾॑ষअधऌम৲৾農ఇ॑ઞ৷घॊऒधऋदऌऽ
घ؛

થਃ農業भ取ੌप関घॊିਔ事ඨ

ْ ਏ੯ ٓ

گپ ੗ফ生भ೘੟ऊैઽᄥऔोॊ農産੟पँढथमजभਈੂभઽᄥ৐گফਰ঱ؚजोਰਗभ農
੿੟पँढथमᄌரྼम೘હऐ৐ڮফਰ঱ऋૡఌ਋৑धऩॉऽघ؛
ૡఌ਋৑中ु環境ઉ௸भ支援対଴धऩॉऽघऋؚૡఌ中भયୠपणःथؚથਃ農১धຯষ
農১॑ઐ൩पষअऒधभऩःेअपखथऎटऔः؛

!

؛ෝમ・৲৾農ఇभઞ৷प関खथमؚઃभधउॉदघ৾৲ڮپ

国੠水૆भથਃ農業भৰ઱

叵 થਃ農業भ支援対଴धऩॊ੿੟मؚઃभःङोऊपჾਊघॊ૑ਏऋँॉऽघ؛
⋇都道府県ऋຯষঞঋঝ॑ਝ৒खथःॊ੿੟
⋈થਃ農業भ取ੌभ支援対଴धखथ都道府県ऋਖ਼৒खؚਖ਼৒੥ટ॑ਁ਀खञ੿੟
થਃJASੳ઒॑取੭खथःञৃ合पँढथु支援対଴धऩैऩःৃ合ऋँॉऽघ؛
થਃ農業प取ॉੌि਌੿੟पणःथؚ支援対଴धऩॊऊ॑事৐प都道府県ؚ৘঴
੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛ऩउؚਠ૔ؚ支援対଴੿੟दमऩःৃ合पँढथؚ੿
੟भ୯ਸ॑ओৼ୥औोञःৃ合पमؚ都道府県ؚ৘঴੨षउਖ合चऎटऔः؛
ଞभ営農ଵ৶पउःथ৲৾ෝમ఺ल৲৾農ఇःङोुઞ৷खथःऩः੿੟पणःৢق
थम支援भ対଴धमऩॉऽच॒ك؛

叵 થਃJASੳ઒भ取੭॑੷ीॊुभदमँॉऽच॒؛
叵 生産खञ農੿੟पणःथَથਃ農産੟ُಉध਀ંघॊৃ合पमؚશಥؚથਃJASभੳ઒
॑取੭घॊ૑ਏऋँॉऽघभदओିਔऎटऔः؛

叵 ੿੟पेढथઐહ౐੼ऋ౮ऩॊुभऋँॉऽघ5قঌش४૞ස؛ك
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本ઐહস॑ਭஔघॊ農業঻੮৬ऋৗञपથਃ஗঵भ਄ੌ॑৫઩घॊ৊঳੮৬
৔भ஗঵঻पৌखथؚ੐଑؞ஃ੉؞ৼ୥ৌૢभણ৿॑ষढथःञटऎৃ合प
଒ॉؚ新ૠ取ੌએ஋10aँञॉ4,000৞ऋਸ઴औोऽघق੐଑॑ਭऐॊ農業
঻पणऌڭ৚ؚੂফ২भाઐહ؛ك

ڭپ ਉಋؚ਌੿੟ऋ水ഏभৃ合म૭ஔଙᄚಞق൑୔ऩৃ合मpHؚك水ഏਰਗभৃ合मECऋ૑೼ඨ৯
पऩॉऽघ؛

ڮپ ᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ྼमຍभ਺োभ取ੌप౐ஆद取ॉੌिৃ合ध৊঳भਏ੯दৰ઱खथऎट
औः؛઱৷୤ृᄌர୤पৠऽॉऋँॉऽघ13ع11قঌش४૞ස؛ك

ਸ઴ೈ઼भ対଴धऩॊभमؚजयಉහჼؚ༩મ੿੟ਰਗ॑਌੿੟धखथથਃ農業प取ॉ
ੌिৃ合प଒ॉऽघ؛
जयಉහჼؚ༩મ੿੟॑਌੿੟धखथःॊৃ合मؚਸ઴ೈ઼॑ਭऐॊऒधमदऌऽच॒؛

ْਸ઴ೈ઼भਏ੯ٓ
ଅယ൧૵॑ڭپৰ઱खञ঱दؚᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ྼमຍभ਺োभいङ
ोऊभ਄ੌڮپ ॑ষअऒध؛

! ຍಞฅ೏஍ટभ高ःથਃ農業قਸ઴ೈ઼كप関घॊିਔ事ඨ

ْ਄ੌఁপਸ઴भਏ੯ٓ

農業者੮৬

ใோのથਃ農業者 ৗૠથਃ農業者

੐଑

初めてથਃ農業に
取りੌ峪農業法人

થਃ農業に
取りੌ峪農業法人

ਸ઴ೈ઼峘ৌ଴峒峔峵崙ー崡

੐଑॑ষअ農業঻ڭپध੐଑॑ਭऐॊ農業঻ڮپभ൨্ऋؚ০ফ২पથਃ農業भ取ੌ
؛ৰ઱घॊ૑ਏऋँॉऽघ॑كजयಉහჼؚ༩મ੿੟ਰਗق
ڭپ ੐଑॑ষअ農業঻ҩҩҩҩҩҩ

支援対଴農業঻दँढथؚથਃ農業भ知௙・技術॑થघॊध৘঴੨ऋੳीॊ঻
ڮپ ੐଑॑ਭऐॊ農業঻ҩҩҩҩҩҩ

થਃ農業भ取ੌقजयಉහჼؚ༩મ੿੟ਰਗكभઐહৰౚऋऩऎؚ
ऊणથਃ農業भ知௙・技術भಆ੭ऋ૑ਏध৘঴੨ऋੳीॊ支援対଴農業঻

ણ৿॑ষढञ農業঻੮৬प対खथپ ੐଑ಉपेढथੜਸखञৗૠ਄ੌએ஋×4,000৞/10a ॑
支援खऽघ؛

新ञपથਃ農業प取ॉੌि農業঻दँढथुؚใपથਃ஗঵प਄ॉੌि஗঵১যपਚരघॊپ
஗঵঻षभ੐଑पणいथमؚ਄ੌఁপਸ઴॑ણ৷घॊऒधमदऌऽせ॒؛ञटखؚ農業঻੮
৬प所രघॊ農業১যऋੌ௶धखथੂीथથਃ農業प取ॉੌिৃ合मؚ本ਸ઴ೈ઼॑ણ৷ख
थ৊ग農業঻੮৬प所രघॊ౎भ農業঻ृ১যऊै੐଑॑ਭऐॊऒधऋदऌऽघ؛

ਸ઴ೈ઼قຍಞฅ೏஍ટभৈいથਃ஗঵كप਄ॉੌिৃ合
৉ૉആ཮৲ଆૃप๾൴घॊञीؚຍಞฅ೏஍ટभ高ःથਃ農業॑ষढथःञ
टऎৃ合प଒ॉؚ10aँञॉ2,000৞ऋਸ઴औोऽघ؛
ك؛取ੌ৫઩৐प営農ણ৿ੑ઺છभ઀লऋ૑ਏदघق

਄ੌఁপਸ઴قથਃ஗঵भৗૠ਄ੌपબॊ੐଑ಉभણ৿كप਄ॉੌिৃ合

新ञपથਃ農業प取ॉੌि農業঻・১যषभ੐଑ऋ対଴धऩॉऽघ؛

農業者੮৬

ใோのથਃ農業者

੐଑

初めてથਃ農業に
取りੌ峪農業法人

農業者੮৬

੐଑ٳٳ崽崉ー嵈 農場ٺٺ 崽崉ー嵈ٳٳ
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ৰ઱૾யનੳ ॳख़ॵॡඨ৯ ੦૆

৲৾ෝમ・৲৾農ఇಉभ
ઞ৷రૃৱ౫भઞ৷भથ૮

੗ফ生भ೘੟ऊैઽᄥऔोॊ農産੟पँढथम
जभਈੂभઽᄥ৐گফਰ঱ؚजोਰਗभ農産੟प
ँढथमᄌரྼम೘હऐ৐ڮফਰ঱ؚઞ৷రૃৱ౫
॑ઞ৷खऩःऒध

થ૩৿೘੟भଆ௾
ਉಋؚ࿊ர৓ଆ௾ؚ੟৶৓ଆ௾ؚ生੟৓ଆ௾ྼमऒ
ोै॑ిજपੌा合ॎचञ্১भापेॉથ૩৿೘
੟भଆ௾॑ষअऒध

ர৕ृ၈ಉ ਉಋؚઞ৷రૃৱ౫॑ઞ৷खऩःಉؚથਃᄎသ૓ਟ
भர৕ؚ၈ಉ॑ઞ৷घॊऒध

ఢఈऊैઞ৷రૃৱ౫ऋఄਟखྼ
म૴োखऩःेअऩ૑ਏऩೈ઼

૑ਏपૢगथؚ೹้ఝभਝ઼ृ水ଵ৶ؚਃ༊ҩஓ఻भ
ຸཱི॑ষअऒध

ੌఌइDNA技術भਹ৷भથ૮ ੌఌइDNA技術॑ਹ৷खऩःऒध

ଣೝ଍සೝभથ૮ ଣೝ଍සೝ॑ষॎऩःऒध

叵 ஘ૄਸ਼1号ق஗ৃ管৶३شॺҩਠ৉નੳॳख़ॵॡজ५ॺكधৱ౫઒৥છಉभ୼ख
॑઀লःञटऌऽघ20ع19قঌش४૞ස؛ك

叵 થਃ஗঵प਄ॉੌि੍ରৌ଴஗঵঻پमؚ৘঴੨भྴলपेॊৰ઱૾யનੳ
ॳख़ॵॡ॑ਭऐॊඨ৯मਰৣ؛ਭऐथいञटऎऒधपऩॉऽघ॑كਠ৉નੳق
भधउॉदघ؛
پ થਃJASੳ઒॑取੭खथःॊ農業঻॑௾ऌऽघ؛

ഥ和ڮফ২ऊै環境ઉ௸पउऐॊથਃ農業भ৒ଝ॑ৄઉखؚ
َব੠਷૆भથਃ஗঵ُभৰ઱ऋਏ੯धऩॉऽखञ؛
ऩउؚથਃJASੳ઒भ取੭॑੷ीॊुभदमँॉऽच॒؛

થਃ஗঵भ਄ੌभିਔਡ
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થਃ஗ਓ੟भ঩ম஗௔ૠતق௷ხك
਑ ৒
঳部੝ਫ
৸部੝ਫ
঳部੝ਫ
঳部੝ਫ
঳部੝ਫ
঳部੝ਫ
঳部੝ਫ
঳部੝ਫ
ਈી੝ਫ

਴ਛ12ফڭা20঩
਴ਛ15ফ11া18঩
਴ਛ17ফ10া27঩
਴ਛ21ফڴা27঩
਴ਛ24ফگা28঩
਴ਛ27ফ12াگ঩
਴ਛ28ফڮা24঩
਴ਛ29ফگা27঩
ഥ和 4ফ 9া 2 2঩
ഥ和ڲফڳাڭ঩

農林水産省ઔંਸ਼59ಀ
農林水産省ઔંਸ਼1884ಀ
農林水産省ઔંਸ਼1605ಀ
農林水産省ઔંਸ਼1180ಀ
農林水産省ઔંਸ਼833ಀ
農林水産省ઔંਸ਼2597ಀ
農林水産省ઔંਸ਼489ಀ
農林水産省ઔંਸ਼443ಀ
農林水産省ઔંਸ਼1473ಀ
農林水産省ઔંਸ਼1280ಀ

ෝમ఺लଅယ੝良ৱ౫ ੦ ૆
೘੟఺लजभଋऔ૓ਟभৱ౫
৅ᇪؚ࿺ᄩྼम൏ਛखञൾचण੟
૓ਟभৱ౫
అऊघథ

୫ષੵৃ఺लྐ೐ੵৃऊैभ農ႛ
水産੟૓ਟभৱ౫
धႛৃྼम水産ਸੵৃऊैभ৿੟
ਙ産ષ૓ਟभৱ౫
৅ᇪखञ୫ષఀಣ੟૓ਟभৱ౫
ংشॡᇊෝ
ওॱথ৅ᇪ଎৲ัقළာෝમ॑௾
ऎك؛

ॢ॔ঀ
࿺ᄩᇖ఺लजभ໨ଜ
ൃ木࿏
ຍ෷ढ़ঝ३क़঒

ව৲ਸ౔

ᆼ෷ਸ౔
ᆼ෷ਸ౔ౙଅ
ଠேॉ॒໦石
ᆼ෷ౙଅ
水෷৲ౙଅ
ೄ൏ঐॢॿ३॔
石ऒअقᆼ෷ढ़ঝ३क़঒ك
ᆼ້
生石࿏قౙଅ生石࿏॑அिك؛
଎石࿏
๶୤ਏಞقঐথफ़থؚऺअಞؚளؚ
ྗؚ຋๗ؚঔজঈॹথ఺लවಞك
岩石॑໨ᄝखञुभ

木ຍ
ာຍ

ঋথॺॼॖॺ
ঃشছॖॺ
८ड़ছॖॺ
ংش঑य़গছॖॺ
ऐःजअଅ൏ਛ၄
ව੦ਙ५ছॢ
໦औःऐः෷ସෝમ
ेअਛॉ॒ෝ

೘੟भ࿘取ॉ৏ྼमᅇ఼৏प৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःुभदँॊऒध؛
ੇႛ఺लੇऌ॒भൾचण੟प૓ਟघॊुभदँॊऒध؛

ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶قથਃྃදपेॊఅभྴল॑௾ऎ॑ك؛ষढथःऩः
ଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶قથਃྃදपेॊఅभྴল॑௾ऎ॑ك؛ষढथःऩः
ଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛

୫ષఀಣ੟ਰਗभ੟ସऋ೴োखथःऩःुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ੇႛऴ॒ႌಉभથਃ੟ؚ॑໻ਞ૖੯ৣदওॱথ৅ᇪऔचञ੠प生गॊुभदँ
ॊऒध؛ञटखؚखႌ॑ਉમधखञुभपँढथमؚ୫৷੿੟भ૭୫部分पઞ
৷खऩःऒध؛

ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभقౙଅຍ෷ढ़
ঝ३क़঒॑அिك؛दँॊऒध؛
ଠே໦石॑໨ᄝྼम水ຸಖଲखञुभ఺ल海水ྼमູ水ऊै৲৾৓্১पेै
ङ生産औोञुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே໦石॑水ຸಖଲखञुभदँॊऒध؛
ढ़ॻ঑क़঒ऋ૜෷৲জথपఌ઴खथڭkg中90mgਰৣदँॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே໦石॑໨ᄝखञुभदँॊऒध؛

ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛

ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
঱੶生石࿏प૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
๶୤ਏಞभਂଌपेढथؚ੿੟भਫଞऩ生୘ऋન৳औोऩःৃ合पઞ৷घॊु
भदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँढथؚஅ
થघॊથ૩重সരजभ౎भથ૩੟ସपेढथଅယಉ॑ළഉघॊुभदऩःऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ञटखؚଅယ੝良ৱ౫धखथभઞ৷मؚ野ཅقऌभऒథ఺ल山ཅథ॑௾ऎك؛
఺लટ౴षभઞ৷ధलप୘၈৷ଅधखथभઞ৷प଒ॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ॺشঐ५ଲ඀১पेढथౢ生घॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँढथؚढ़
ॻ঑क़঒ऋ૜෷৲জথपఌ઴खथڭkg中90mgਰৣदँॊुभदँॊऒध؛

਀A.ڭ

－ 9 －

本ঃথইঞॵॺप੶ൗघॊૠતमؚ੿ਛৎਡपउऐॊ৔ઍ॑੦पखथःऽघ؛
੝ਫऔोॊৃ合ऋँॉऽघभदؚਈ新भ৔ઍ॑૑ङओનੳऎटऔः؛
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پ ළာ॑ઞ৷घॊৃ合पणःथमؚணட঻ऋؚළာ॑ൾলखथःॊघसथभ事業঻ಉभළာभ૓ਟृൾল
ૌஙಉ॑ଵ৶・པ඼खؚਊჾළာऋघसथଠே੟ସ఺लଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध॑઒৥
दऌऩऐोयऩॉऽच॒؛ऒभञीؚਠৰपमؚළာ॑થਃ農産੟भ生産पઞ৷दऌॊभम୻ਗ৓ऩ
ৃ合प଒ैोॊधઅइैोऽघ؛

؛पჾਊघॊऊनअऊमؚணட঻ऋ઒৥घॊ૑ਏऋँॉऽघڭ.�ઞ৷खञৱ౫ऋ਀Aپ
઒৥दऌऩいৃ合म੍ରभৌ଴धऩॉऽせ॒؛

�೤൏ؚ൏ਛؚྃ੆ؚ࿺೏ྼमऐ॒৲घॊऒधपेॉଲୗऔोञुभ఺ल৲৾৓ऩ্১पेैङपଲୗऔोञپ
ुभमَ৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःُुभपჾਊखऽघ؛

�ଲୗੵஙपउःथ৲৾৓प合ਛऔोञ੟ସऋ๣ਸऔोथःऩःुभ఺लजभਉ౫મभ生産஺మपउःथੌఌپ
इDNA技術ऋ৷ःैोथःऩःुभप଒ॊ؛

਀B.1

ව৲ॼॺজक़঒

জথ෷॔ঝ঑ॽक़঒ढ़ঝ३क़঒
ව৲ढ़ঝ३क़঒
୫ሌ
໚෷

ଲႇ産業भౢ産੟
ෝમभୗ၄౫఺लಕ੥ଆૃ౫

जभ౎भෝમ఺लଅယ੝良ৱ౫

海水ྼमູ水ऊै৲৾৓্১पेैङ生産औोञुभྼम఼໧औोञुभद
ँॊऒध؛
ढ़ॻ঑क़঒ऋ૜෷৲জথपఌ઴खथڭkg中90mgਰৣदँॊुभदँॊऒध؛

೘੟॑ਉમधखथ৅ᇪऔचञुभदँढथؚ୘၈৷ଅಉभpH৹ତपઞ৷घॊ
ৃ合प଒ॊऒध؛

ଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩःଠே੟ସप૓ਟघॊुभदँॊऒध؛
ञटखؚਊჾৱ౫पेढथमෝમभୗ၄౫఺लಕ੥ଆૃ౫॑ଲୗघॊऒधऋ
दऌऩःৃ合मؚজॢॽথ५ঝ঍থ෷වप଒ॉؚઞ৷खथेः؛
೘੟भ౭ുप୹घॊऒधྼमଅယ॑੝良घॊऒध॑৯৓धखथଅ৉प઱औो
ॊ੟ق生੟॑அिك؛఺ल೘੟भ౭ുप୹घॊऒध॑৯৓धखथ೘੟प઱औ
ोॊ੟ق生੟॑அिك؛दँढथؚଠே੟ସྼम৲৾৓૪৶॑ষढथःऩः
ଠே੟ସप૓ਟघॊुभੌقఌइڶۃڹ技術॑৷ःथଲୗऔोथःऩःुभ
प଒ॊك؛दँॉؚऊणؚ୰૩དभଆ௾஍ટ॑થघॊऒधऋ৥ैऊऩुभद
ऩःऒध؛ञटखؚऒभৱ౫मؚऒभ਀भ౎भৱ౫पेढथमଅယभਙସप
૓ਟघॊ農৉भ生産ৡभ೐੅ੜਤ॑௕ॊऒधऋदऌऩःৃ合प଒ॉؚઞ৷ख
थेः؛

農 ఇڭپ ੦ ૆
௾དໜ໚ද఺लআঞॺজথ໚ද

ऩञबఅ໚ද
৹合అ໚ද
ঐ३থఅग़॔॰ঝ
ঐ३থఅ໚ද
ॹথউথ水和ද
࿫ᆅ෷ॢজ७জॻ໚ද
ওॱ॔ঝॹ঄ॻ၄ද
ওॱ॔ঝॹ঄ॻද
ᆼ້ऎ॒໛ද
ᆼ້໨ද
水和ᆼ້ද
石࿏ᆼ້合ද
३ॖॱॣ༳ໃ৬ྴল੟ัද
३ॖॱॣ༳ໃ৬ྴল੟水ྃද
ຍ෷水ಞॼॺজक़঒水ྃද
ྗ水和ද
ྗ໨ද
ᆼ෷ྗ
生石࿏
ଠศಉ生੟農ఇ
ਙইख़টঔথද

௾དໜऊैྴলखञुभदँढथؚુৡදधखथআঌটॽঝঈॺय़१ॖॻ॑
அऽऩःुभप଒ॊऒध؛

఑དஓपઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛
఑དஓपઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛

঎ঝॻشද৹ଲ৷पઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛
঎ঝॻشද৹ଲ৷पઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛

農੿੟॑૩घॊᆦདभইख़টঔথ੿৷॑થघॊ੟ସ॑થ஍ਛ分धघॊुभप
଒ॊऒध؛
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ถ಍मؚ都道府県ؚ؛ᇊෝभ઱৷୤पणःथमؚ都道府県पेढथઈ৷ऋ౮ऩॊৃ合ऋँॉऽघڭپ
৘঴੨पओનੳऎटऔः؛

水ഏਰਗभৃ合मECऋ૑೼ඨ৯ؚك൑୔ऩৃ合मpHقਉಋؚ਌੿੟ऋ水ഏभৃ合म૭ஔଙᄚಞڮپ
पऩॉऽघ؛

ڭپ ੌఌइDNA技術॑৷ःथଲୗऔोथःऩःुभप଒ॊ؛
ڮپ ᆼ້・ྗ水和ද؜ຍ෷水ಞॼॺজक़঒・ྗ水和ද؜࿫ᆅ෷ॢজ७জॻ・५আঀ१ॻ水和දಉऋჾਊघॊ؛
گپ ઞ৷खञৱ౫ऋ਀B.ڭपჾਊघॊऊनअऊमؚணட঻ऋ઒৥घॊ૑ਏऋँॉऽघ؛

઒৥दऌऩいৃ合म੍ରभৌ଴धऩॉऽせ॒؛

－ 11 －

೴合生ఇྴল੟ัද
னାද
੸෷৲ຍಞऎ॒Ⴊද
ᑝ෷ਸ਼੸ள၄ද
ຍ෷水ಞढ़জक़঒水ྃද
ຍ෷ढ़ঝ३क़঒水和ද
঑ঝঋওॡॳথ໚ද
঑ঝঋওॡॳথ水和ද
५আঀ१ॻ水和ද
५আঀ१ॻ၄ද
൬੪ᑔ໨ႇ৲੟ัද
ढ़५फ़ঐॖ३থัද
ढ़५फ़ঐॖ३থ໨ද
ढ़५फ़ঐॖ३থ水ྃද
ढ़५फ़ঐॖ३থ၄ද
ग़ॳঞথ
ઃ຋වಞ෷水
重ၶ
୫ሌ
जभ౎भ農ఇڮپ

ढ़८ॖথྼमঃছইॕথ॑થ஍ਛ分धघॊुभप଒ॊऒध؛
৳ଵ઱ਝदઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛

ྗ水和දभఇ૩ଆૃपઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛

ঃॖॼॵউঝभ৫୨ා৅पઞ৷घॊৃ合प଒ॊऒध؛

થ஍ਛ分धखथऒभ਀भ౎भ農ఇपஅऽोॊથ஍ਛ分भा॑ 2 णਰ঱அથघॊुभ
प଒ॊऒध؛

３ ຍಞฅ೏஍ટभৈいᇊෝभ਷ସ৳৸पৱघॊ઱৷قᇊෝभ઱৷ك

⋉ ᇊෝ઱৷৏पᄎသघॊ੿੟ऋ水ഏभৃ合म10॔شঝਊञॉおおिब0.5ॺথ
ਰ঱ؚ水ഏਰਗभৃ合म10॔شঝਊञॉおおिब1.0ॺথਰ঱भᇊෝ॑઱৷
घॊऒध؛ڭپ

⋊ ଅယ൧૵॑ڮپৰ઱खञ঱दؚᇊෝ઱৷୤ऋෝ஍૨॑અൟखञᇊෝ૓ਟभ
ᄚಞਛ分୤ऋਉಋधखथ都道府県भ઱ෝ੦૆ಉ॑঱৚ैऩःेअؚ
ిજऩᇊෝभ઱৷॑ষअऒध؛                                                          
ऩउؚᇊෝजभ౎ઞ৷घॊৱ౫पउऐॊᄚಞ఺लজথ෷भ૚ਛ分୤भ合ੑ୤
ऋؚ૑ਏधघॊ਺োਛ分୤॑தइऩःेअؚ઱ෝଵ৶ੑ઺॑策৒घॊेअ౑ी
ॊुभधघॊ؛

⋋ ਌੿੟ऋ਷ഏदँॊৃ合मؚઃभいङोऊڭणਰ঱भ਄ੌ॑ಡせथৰ઱घॊ
ऒधقถ಍पणいथम14ঌش४૞ස؛ك
・水ഏ॑ᄎသघॊফ২भ長਋中๝ख
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भᑮ水ਂৰ઱
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भ秋࿊

⋇ ਌੿੟भᄎသ਋৑भ৐৏भःङोऊपᇊෝ॑઱৷घॊऒध؛
⋈ C/Nૻ10ਰ঱भᇊෝदँढथྂ࿃खञुभ॑ઞ৷घॊऒध؛

ْ ਏ੯ ٓ
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ڰ ෤ෝभ઱৷

ْ ਏ੯ ٓ
⋇ ષସभન৳औोञர৕ऋؚ஍ટभ৅ਠ॑નৰप
਋ୄदऌॊ୤ਰ঱ ؛पᄌரऔोथःॊऒधڭپ

⋈ ిਫऩᄎသଵ৶ ষढञ঱दؚ৕ৰಉभઽᄥ॑ڮپ
॑ষॎङؚ੿੟৬॑৸थଅယप൬੪खथःॊऒध؛

ڭپ ர၈ওشढ़شभढ़ॱটॢृ都道府県भᄎသ技術੐ଉಉप੶ൗऔोञఏ૆ᄌர୤भர৕॑ᄌர
घॊऒधऋ૑ਏदघऋؚ෤ෝभ஍ટभ৅ਠ॑નৰप਋ୄदऌोयఏ૆ᄌர୤भڴસधघॊऒध
ुदऌऽघ؛

ڮپ ढ़ংشॡটॵউभᄎသ਋৑मؚஐಒᄌऌभৃ合मउउिबڮনাਰ঱ؚ秋෈ᄌऌभৃ合मउउि
बڰনাਰ঱॑ન৳घॊऒधऋ૑ਏदघ؛ञटखؚ都道府県भᄎသ技術੐ଉಉپदؚऒभᄎသ
਋৑ेॉಢःᄎသ਋৑ऋંऔोथःॊৃ合मؚजभᄎသ਋৑धघॊऒधुदऌऽघ؛

گپ 水ഏ੿હ৐भढ़ংشॡটॵউभ઱৷पणःथमؚᆼ৲水ಞಉभफ़५ᅞऌଆૃभञीؚர၈ওش
ढ़شभढ़ॱটॢृᄎသ技術੐ଉಉپपૢगथؚढ़ংشॡটॵউभघऌ੢ाৎ਋ऊैᑮ水ऽदभ਋
৑॑૭ચऩ෇೧द૬ऐथऎटऔः؛

भढ़ॱটॢؚ෤ෝਹ৷ঐॽগ॔ঝشढ़شர၈ওكپق -ଅतऎॉध੖ෝ॑৯੐खथق農ଢ଼ਃଡك

⋉ ਌੿੟ऋ਷ഏदँॊৃ合मؚઃभいङोऊڭणਰ঱भ਄ੌ॑ಡせथৰ઱
घॊऒधقถ಍पणいथम14ঌش४૞ස؛ك
・水ഏ॑ᄎသघॊফ২भ長਋中๝ख
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भᑮ水ਂৰ઱
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भ秋࿊

－ 12 －

ढ़ংشॡটॵউ１ٕڰ ਌੿੟भᄎသ਋৑भ৐৏भःङोऊप
ढ़ংشॡটॵউق෤ෝ॑ك੿હऐघॊ取ੌ

਌੿੟भᇞ৑प෤ෝ॑੿હऐघॊ取ੌ

ટ౴ྼमภभୱ৉प෤ෝ॑੿હऐघॊ取ੌ

জঅথॢঐঝॳ２ٕڰ

ൃেᄎသ３ٕڰ

ढ़ংشॡটॵউभਏ੯प૆ङॊुभधखऽघ؛
ْ ਏ੯ ٓ

ढ़ংشॡটॵউभਏ੯प૆ङॊुभधखऽघ؛
ْ ਏ੯ ٓ

৐ফपघऌ੢॒टढ़ংشॡটॵউಉभர৕ऊैँॊங২भ৅࿈ऋৄ੢ऽोञञीؚ
঳部भল࿈ਂ良भᆽ所पभाᄌர॑ষढञৃ合मؚढ़ॱটॢಉप੶ൗऔोञఏ૆ᄌர୤
౞௥धऩॉؚ঱੶⋇भਏ੯॑௥ञऔऩःञी支援対଴धऩॉऽच॒؛
ऽञؚঽੇ఼取खञர৕ृඒநऔोञர৕ऩनमષସଵ৶भ઒৥ऋ൑୔ऩञीؚ支援対଴ध
मऩॉऽच॒؛

෤ෝभ઱৷भ取ੌप関घॊିਔ事ඨ

ْഥਮڳফ২ऊैَढ़ংشॡটॵউَُؚজঅথॢঐঝॳُ఺ल
َൃেᄎသُपणいथमَؚ෤ෝभ઱৷ُपଁ合ٓ

!
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⋇ භোखञຍྼڭپमঽैଲୗखञຍपणःथؚ࿗મؚமାදಉ農৉पਂి
જऩुभऋஅऽोथःॊຍमઞ৷खऩःऒध؛

⋈ ঱੶पਸइؚঽैଲୗखञຍ॑઱৷घॊৃ合मؚଲୗखञຍभਉમऋ農
業ྼम林業॑営ि঱दൾলऔोञुभؚऊणؚ木೔૓ਟؚൃ本૓ਟؚु
ाᅊ・ഏॎै૓ਟྼम木भৰ૓ਟदँॉؚऽञؚ৘୿भຍ৲ಎ઼॑৷ः
थ୿ਲ਼੪भંघຍ৲্১पజढथે分पຍ৲खञຍ॑ઞ৷घॊऒध؛
ऩउؚఀಣ੟भ૪৶఺ल஬྽प関घॊ১൅ೣق和45ফ১൅ਸ਼137ಀكभ
ૠ৒भి৷॑ਭऐॊऒधऋँॊञीؚຍ॑ঽैଲୗघॊৃ合पम事৐प
৘঴੨षનੳ॑ষअऒध؛

⋉ म500জॵॺঝྼقঝँञॉ50य़টਰ঱ش10॔
ਰ঱ق઱৷घॊຍऋुाᅊऎ॒ຍदँॊৃ合प଒
ॊكك؛भຍ॑઱৷घॊऒध؛

੕合ଆ௾ْഥਮڳফ২ेॉ৉域્ੳ਄ੌऊै৸বુৢ਄ੌषٓڱ

ຍभ਺োْഥਮڳফ২ेॉ৉域્ੳ਄ੌऊै৸বુৢ਄ੌषٓڲ

ْ ਏ੯ ٓ

－ 13 －

ْ ਏ੯ ٓ
⋇ 都道府県ಉऋ৉ୠभৰੲपૢगथ策৒घॊ総合ଆ௾ৰᄷ੐ఏपणःथؚ
総合ଆ௾॑ৰᄷघॊ঱द૑ਏऩ農੿業भ૚ੵஙपउऐॊ఻৬৓ऩ取ॉੌ
ा৔ઍقৰᄷএॖথॺكभڲસਰ঱भ取ੌ॑ৰ઱घॊऒध؛

⋈ ਌੿੟ऋ水ഏभৃ合
・௾ൃද॑ઞ৷खऩः኶ᄪभහൃଵ৶
਌੿੟ऋ水ഏਰਗभৃ合
・ઐਦऊऎೊදभਹ৷
・ଠศആோ೘੟भਹ৷
・ଠศಉ生੟農ఇڮؚڭپभਹ৷

भअठڭणਰ঱॑ৰ઱घॊऒध؛
⋉ ਌੿੟ऋ਷ഏदँॊৃ合मؚઃभいङोऊڭणਰ঱भ਄ੌ॑ಡせथৰ

઱घॊऒधقถ಍पणいथम14ঌش४૞ස؛ك
・水ഏ॑ᄎသघॊফ২भ長਋中๝ख
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भᑮ水ਂৰ઱
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भ秋࿊

થਃ農産੟भ঩本農林ૠતभ਀B.1भ農ఇपൕऑैोञ農ఇڭپ
प଒ॊ؛

؛ர৕ؚர၈भादभਹ৷ऩनؚऺৃਗदभਹ৷भৃ合॑௾ऎڮپ

؛石ຍ॑௾ऎڭپ

－ 13 －



－ 14 －

叵 ওॱথൾলచ੖対策पৱघॊ取ੌभৰ઱पण
ःथमؚ生産੶ஈಉपथ取ੌभถ಍॑੶ஈख
थऎटऔः؛

ഥ和ڳফ২ऊै環境ઉ௸दमؚ਌੿੟ऋ水ഏदँॊৃ合म঳部भ
取ੌڭپपणःथؚ水田ऊैभওॱথൾলచ੖対策धखथؚઃभःङ
ोऊڭणਰ঱भ取ੌ॑ڮپಡचथৰ઱घॊऒधधखथःऽघ؛
ᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ؚ総合ଆ௾ؚ෤ෝྼमᇊෝपेॊຍಞฅ೏஍ટभ高ःથڭپ
ਃ農業قਸ઴ك

पൕऑॊ取ڭઃभ取ੌभ౎ؚഅੳ॑ਭऐञ都道府県पउःथमؚৰ઱ਏ୩भશ਀ڮپ
ੌ॑ওॱথൾলచ੖対策धघॊऒधऋदऌऽघ؛ถ಍म都道府県ؚ৘঴੨पउਖः合ॎ
चऎटऔः؛

・水ഏ॑ᄎသघॊফ২भ長਋中๝ख
كདྷજॉभৰ઱मભਔق生୘中਋प14঩ਰ঱भ中๝ख॑ৰ઱؟

・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भᑮ水ਂৰ઱؟৐ফ২水୑ॉखथःऩः
・水ഏ॑ᄎသघॊ৐ফ২भ秋࿊؟ᑮ水4ऊাਰ঱৐प࿊अ॒॑ৰ઱

ওॱথൾলచ੖ৌੁपৱघॊ਄ੌभିਔਡ

ওॱথൾল
చ੖ৌੁ

Rڴফ২
4া 3া

Rڳফ২

水ഏڱقસ଩੖ك

長਋中๝ख
秋࿊秋࿊

ᑮ水ਂৰ઱ ःङोऊ঳णਰ঱॑
ಡचथৰ઱

৉域્ੳ਄ੌ７

৉ୠभ環境ृ農業भৰଙಉ॑ྠ੧खञ঱दؚ৉ୠ॑଒৒खथ支援भ対଴
धघॊ取ੌदघ؛അੳ॑ਭऐञ都道府県ؚ取ੌؚ৉ୠؚ੿੟पउःथ取
ॉੌिऒधऋ૭ચदघ؛
ถ಍म都道府県ؚ৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛

૞ અ
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ຯষঞঋঝ સ଩੖ڱ ຯষঞঋঝ સ଩੖ڱ

਌੿੟पणःथؚ৲৾ෝમ・৲৾農ఇभઞ৷॑都道府県भຯষঞঋঝऊै
ਉಋधखथڱસਰ঱଩੖ ؛घॊ取ੌदघڭپ

଩੖સ合भૻຎप৷ःॊຯষঞঋঝ भ農業঻भਠষभ઱৷୤رमؚ଻ڮپ
दमऩऎؚ都道府県ऋ৒ीञ৲৾ෝમध৲৾農ఇभຯষঞঋঝ॑
৷ःऽघ؛
৲৾ෝમमᄚಞਛ分୤ؚ৲৾農ఇमਛ分ઞ৷৚ਯपेॉ઴৒॑ষःऽघ؛

ع ৲৾ෝમ؞৲৾஗ఇभ଩੖સ合भ઴৒भல্ ع

ੑ઴भல্

NK৲ਛ
30 kg/10a × 15٫ ٙ 4.5 kgN / 10a

ڂ
ᄚಞਛ分भસ合

௨དදڮقਛ分ك ਛ分ڮ×৚ڭ ڮ =
௨༳දڭقਛ分ك ਛ分ڭ×৚ڭ ڭ =
௨༳දڮقਛ分ك ਛ分ڮ×৚ڭ ڮ =
௾ൃදڭقਛ分ك ਛ分ڭ×৚گ     گ =

4.5kgN

9.0kgN

સਰৣपऩॊेअ਄ॉੌ॒दऎटऔいڱ

－ 15 －

৚ڴ

16৚

સ଩੖भ਄ੌ૞ڱ અ

ْ સ଩੖भ਄ੌधमڱ ٓ

ෝમ఺ल৲৾農ఇभ଩੖સ合भ્୻भਝ৒ऋऔोथःॊৃ合मजभ଩੖સ合ध৾৲ڭپ
ऩॉऽघ؛ถ಍पणःथम都道府県ؚ৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛

ْ ઴৒भல্ ٓ

ڮپ ્َશᄎသ農産੟पબॊ਀ંफ़ॖॻছॖথُप੦तऌؚ都道府県ऋ৒ीञ৉ୠभຯষ
ঞঋঝऩन॑੦पؚ都道府県ऋ৉ୠभ઱ෝ・ଆ௾भৰଙ॑౷ऽइथષ৯ओधपਝ৒खञ
ुभदघ؛ถ಍पणःथमؚ都道府県・৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛

৲৾ෝમ ৲৾஗ఇ

ਛ分ઞ৷৚ਯ

ੑ઴भல্

৚ਛ分ઞ৷৚ਯ合ੑڴ

－ 15 －



થਃ஗঵

ᇊෝभ઱৷

෤ෝभ઱৷

ڭپ ঱੶म୻ંदघ؛ऒोैप଒৒औोॊॎऐदमँॉऽच॒؛
ڮپ বभ౎भଓஃহ঵॑ણ৷घॊৃ合मؚଓஃৌ଴৽ાभ੎ളਭஔऋऩいेअ೏ਔखथऎटऔい؛

नभेअऩৃ合प重ളਭஔपऩॊऊमؚਈఞॉभ৉্農政局ಉपउਖः合ॎचऎटऔः؛
گپ 本ઐહসमؚ਌੿੟भઽᄥध対଴ણ৿भৰ઱भ૏্ऋીവखञফ২पઐહऔोॊञीؚফ২॑

ऽञए取ੌभৃ合मؚ営農ੑ઺॑઀লखञโফ২पઐહস॑ਭऐ取ॊऒधपऩॉऽघ؛
ऩउؚઐહ౐੼मઐહসऋઐહऔोॊফ২भઐહ౐੼धऩॉऽघ؛

Rڴফ২
4া 3া

－ 16 －

ৌ଴ણ৿भহ୻⋠

都道府県ྼम৘঴੨पेढथमؚஆঽਏ੯॑୯ਸखथःॊৃ合ऋँॉऽघ؛
ถखऎम取ੌ॑ষअ農৉ऋ所૔घॊ৘঴੨पउਖः合ॎचऎटऔः؛

ઐહ૾யभਡਫ਼ृ஍ટ௬੼भञीभ৹ਪपओੈৡ॑उൢःघॊৃ合ऋँॉऽघ؛

ৌ଴ણ৿भহ୻ 1ڮ,ڭپ

੃੊ਿ਩ྼम৘঴੨पेॊਏ੯भਝ৒２

ਸ਼ਕ঻੻৩ভपेॊ௬੼षभओੈৡभおൢい３

根ཅథڱقસ଩੖ك
ढ़ংشॡটॵউ

大໼ڱقસ଩੖ك
ᇊෝभ઱৷

થਃ農業ق水ഏك ᇊෝभ઱৷

ਸ઴ೈ઼ق取ੌఁ大ਸ઴॑அिك

ढ़ংشॡটॵউ
জঅথॢঐঝॳ
ൃ生ᄎသ

થਃ農業قટ౴ك

Rڳফ২

水ഏڱقસ଩੖ك
ढ़ংشॡটॵউقो॒ऑك

ফ২ऽञऍ

秋৵်ڱقસ଩੖ك ᇊෝभ઱৷

ফ২ऽञऍ

گپ

گپ

－ 16 －



本事業प取ॉੌऽऩःਔ਱भ৘঴੨ुँॊञीؚ
஗৉भਚ૔घॊ৘঴੨पؚँैऊगीমহ঵भணடऋ૭ચऊनअऊ॑おགबऎटऔः؛

ઐહসभઞःाठ ҩҩҩઐહসम支援対଴農業঻षभଦ分ؚ農業঻੮৬धखथৰ઱घॊ௓ਤણ৿
఺ल੮৬भ事務॑૿ਊघॊ঻भ手ਊಉभ農業঻੮৬भ事務経ાपઞअऒधऋदऌऽघ؛

㌣ ളਯभ農業঻ಉदૐऽढथ農業঻੮৬॑ਝয়खऽघ؛

㌣ ଡਛ৩ऋ取ॉੌि対଴ણ৿قથਃ農業ؚᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ಉृك௓ਤણ৿ڰق
ঌش४૞ස॑كৠीथऎटऔः؛

㌣ ফ৑भ事業ੑ઺ृ営農ણ৿ੑ઺છ॑策৒खथؚ総ভभഅੳ॑੭ॊऩनؚଡਛ৩भڱ
合ਔ・വഅभ手ਢ॑ষढथऎटऔः؛

㌣ ணடછథपणःथؚ対଴ણ৿॑ষअ農৉ऋ所૔घॊ৘঴੨प઀লखथऎटऔः؛

ૠ৺पमؚ総ভभ৮ৠ事ඨधखथઐહসभଦ分఺लઽ支ৠ઴प関घॊ事ඨ॑ਝऐॊऩनؚ
َઐહসभઞいाठभৠ৒্১قઐહসभણ৷্১ُ॑ك৒ीथऎटऔः؛

１ ણ৿भুದ

⋇ ஗঵঻भੌ௶घॊ੮৬भਝয়

⋈ ੑ઺भੁ৒

⋉ ணடછథभ઀ল

⋊ ৌ଴ણ৿ؚ௓ਤણ৿भৰ઱఺लَानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ
३شॺभ઀ল

⋋ ਾઔછథभ઀ল

৻਀঻ؚੌ௶भૠ৺॑৒ीॊधधुपؚੌ௶धखथभ口ౠ॑৫ਝखथऎटऔः؛
ن ஗঵঻੮৬ ه

ن ૠ৺ ه

㌣ ੑ઺प੦तऌؚ対଴ણ৿ؚ௓ਤણ৿॑ৰ઱खथऎटऔः؛
㌣ َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺभ取ੌपणःथमؚ৸थभඨ৯पॳख़ॵॡखथऎ
टऔः؛

ણ৿भুದؚணடभুਢ⋡

㌣ ਊჾফ২भણ৿৔ઍಉ॑धॉऽधीथਾઔછ॑੿ਛखؚ対଴ણ৿॑ষअ農৉ऋ所૔
घॊ৘঴੨प઀লखथऎटऔः؛

㌣ ઐહসभઞःाठपणःथमؚ総ভभഅੳ॑੭ॊऩनؚଡਛ৩भ合ਔ・വഅभ手ਢ
॑ষढथऎटऔः؛

－ 17 －
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農業঻੮৬भଡਛ৩ऋ取ॉੌि対଴ણ৿भ合ੑએ஋ृ௓ਤણ৿ڰقঌش४૞සكभੑ઺॑੶ൗखؚ
৘঴੨ऊैੑ઺भੳ৒॑ਭऐथऎटऔः؛

ઐહসभઐહ॑ਭऐॊञीपؚઐહ॑ਭऐॊ੒৒भসપಉ॑੶ൗखथ઀লखथऎटऔः؛

農業঻੮৬भଡਛ৩ओधप取ॉੌ॒टએ஋ृ農業঻੮৬धखथ取ॉੌ॒ट௓ਤણ৿॑ਾઔ஘ૄ
प੶ൗखَؚानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺृ生産੶ஈಉ॑๣હख઀লखथऎटऔः؛
؛াଜऽदप取ੌऋીॎॊ੒৒भुभु઀লखथऎटऔःگফڵ��ഥ和پ

ઐહসभઞःाठಉ॑੶ൗखथ઀লखथऎटऔः؛

ৰ઱૾யਾઔછऊैभ૗ಌ৔ઍ॑੶ൗखथ઀লखथऎटऔःپ؛�

پ 5ফ৑भੑ઺॑事業ৰ઱ੂফ২प઀লखऽघऋؚੑ઺਋৑中प৔ઍ॑૗ಌघॊৃ合मقৰ઱
એ஋भੜਸؚઐહসપभੜਸ఺ल対଴ણ৿भ૗ಌಉؚك੝ीथ৘঴੨भੳ৒॑ਭऐथऎटऔः؛

઀লછథ 事業ੑ઺ৢુق஘ૄਸ਼ڮಀؚك営農ણ৿ੑ઺છৢુق஘ૄਸ਼گಀؚك
農業঻੮৬भૠ৺ ಉ

ৰ઱૾யਾઔછق஘ૄਸ਼ڳಀؚك生産੶ஈؚ
َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺق஘ૄਸ਼15ಀؚك
जभ౎都道府県఺ल৘঴੨ऋ઀ল॑੷ीॊછథಉ

営農ણ৿ৰౚਾઔછق஘ૄਸ਼11ಀྼमુৢ஘ૄਸ਼ڲಀؚك
ৰ઱૾யभਾઔऊै૗ಌभँढञછథ

ن ৌ଴ણ৿ؚ௓ਤણ৿भৰ઱ ه
થਃ農業भ取ੌؚᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ಉभ対଴ણ৿఺ल௓ਤણ৿॑ৰ઱खथऎटऔः؛

都道府県ृ৘঴੨ऋ取ੌ৔ઍ॑નੳ৏ؚઐહসऋ支௸ॎोऽघ

２ ணடभুਢ

⋇ ফ৑भহ঵ੑ઺ؚ੾஗ણ৿ੑ઺છभ઀লҩੳ৒ڱ هাଜऽदڲফڴഥ和ن

⋈ ઐહணடછभ઀লْ൐ফ২ٓ ه৘঴੨ऋ৒ीॊ঩ऽदن

⋉ ৰ઱૾யਾઔછಉभ઀ল   هাଜ঩ऽदڭফڵഥ和ن

⋊ ৰౚਾઔછभ઀ল ه৘঴੨ऋ৒ीॊ঩ऽदن

⋋ ੾஗ણ৿ৰౚਾઔછभ઀ল هাଜऽदڰফڵഥ和ن

઀লછథ

઀লછథ

پ ৰ઱૾யਾઔછभ઀লभৎਡद対଴ણ৿ಉ॑ৰ઱ੋादँॉؚ
ਾઔ৔ઍप૗ಌऋऩःৃ合ؚ営農ણ৿ৰౚਾઔછभ઀ল॑省റघॊऒधऋदऌऽघ؛

! ઀লघॊછథम取ੌपेढथ౮ऩॉऽघ؛ถ಍म1920عঌش४॑નੳखथऎटऔः؛

઀লછథ

઀লછథ

৘঴੨ऋ৒ीॊછథ

৘঴੨ऋ৒ीॊછథ

－ 18 －
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઀লછథ ஘ૄ୞ಀ

੗એ৓ਃચ৅มയਤ事業प関घॊੑ઺भੳ৒भணடपणःथ ુৢ஘ૄਸ਼ڭಀ

੗એ৓ਃચ৅มയਤ事業प関घॊੑ઺ ુৢ஘ૄਸ਼ڮಀ

農業भથघॊ੗એ৓ਃચभ৅มभയਤप関घॊણ৿ੑ઺છ
ك環境৳৸஑農業ઉம支௸पબॊ営農ણ৿ੑ઺છق ુৢ஘ૄਸ਼گಀ

⋇ ઀লછథق૑೼ك

⋈ ૑ਏपૢगथ઀লघॊછథ

઀লऋ૑ਏधऩॊॣش५ ઀লછథ ஘ૄ୞ಀ

農業঻੮৬भৃ合 ૠ৺

঳৒भ૖੯॑௥ञघ農業঻भअठ
ളਯभ農業঻दଡਛऔोॊ১যभ
ৃ合1قঌش४૞සك

ളਯभ農業঻दଡਛऔोथःॊऒधऋ分ऊॊછథڭپ

થਃ農業भ取ੌ॑ৰ઱खेअध
घॊ農業঻भৃ合 農ৃଵ৶३شॺҩਠ৉નੳॳख़ॵॡজ५ॺ ஘ૄਸ਼ڭಀ �پ

ڭپ ணடघॊ৘঴੨पेढथ઀লघॊછథऋ౮ऩॉऽघ؛৘঴੨पओનੳऎटऔः؛
��پ થਃJASੳ઒॑取੭खथःॊऺৃपणःथमؚਏ੯प໌खथ対଴ણ৿प取ॉੌिऒध॑નੳ

दऌोयؚੳ઒છभ୼खྼमੳ઒ਃ関प઀লखञછథ॑஘ૄਸ਼ڭಀप৻इॊऒधऋदऌऽघ؛

－ 19 －

３ ઀লघॊછథभ঳༮

⋇ 取ੌુৢभ઀লછథق૑೼ك
઀লછథ ஘ૄ୞ಀ

環境৳৸஑農業ઉம支௸ઐહসपબॊৰ઱૾யਾઔછ ஘ૄਸ਼ڳಀ

๣હછథق生産੶ஈಉك

生産ૌஙಉपउःथઞ৷खञෝમ఺ल農ఇؚ଑োखञ技術ಉؚਏ੯प໌खथ対଴ણ৿॑ৰ઱खञ
ऒध॑ੳ઒ਃ関ಉऋનੳखथःोयَؚ都道府県ಉभ્શᄎသ農産੟ಉभੳ৒છभ୼खྼमੳ઒
ਃ関ಉप઀লखञછథُ॑઀লघॊऒधद生産੶ஈप৻इॊऒधऋदऌऽघ؛ञटखؚ੶ൗ৔ઍ
पेढथम୯ਸदછథभ઀ল॑੷ीॊৃ合ऋँॉऽघभदؚ都道府県ृ৘঴੨पओનੳऎटऔः؛

ك४पਢऎش取ੌુৢभ઀লછథमઃঌق

হ঵ੑ઺ؚ੾஗ણ৿ੑ઺છभ઀ল１

ৰ઱૾யਾઔછಉभ઀ল２

－ 19 －



⚫ ৉্農政局ಉؚ都道府県఺ल৘঴੨ऋ઀ল॑੷ीॊછథ

⋇ 取ੌુৢभ઀লછథق૑೼ك

઀লછథ ஘ૄ୞ಀ

َानॉॳख़ॵॡُॳख़ॵॡ३شॺ ஘ૄਸ਼15ಀپ

⋉ ૑ਏपૢगथ઀লघॊછథ

⋇ ઀লછథ

઀লછథ ஘ૄ୞ಀ

環境৳৸஑農業ઉம支௸ઐહসपબॊ営農ણ৿ৰౚਾઔછپ
஘ૄਸ਼11ಀ
ऽञम

ુৢ஘ૄਸ਼ڲಀ

⋈ ૑ਏपૢगथ઀লघॊછథ

پ ৰ઱૾யਾઔછभ઀লभৎਡद対଴ણ৿ಉ॑ৰ઱ੋादँॉؚਾઔ৔ઍप૗ಌऋऩःৃ合ؚ
営農ણ৿ৰౚਾઔછभ઀ল॑省റघॊऒधऋदऌऽघ؛

⋈ 対଴ણ৿શभ઀লછథق૑೼ك

੾஗ણ৿ৰౚਾઔછभ઀ল３

఺ल農林水産省पेढथ国੠水૆كGLOBALG.A.P.ؚASIAGAPؚJGAPقড়৑੮৬भਸ਼三঻ੳ઒  پ
GAPफ़ॖॻছॖথषभ૆ುનੳੋादँढथؚਸ਼三঻નੳभலੌा॑થघॊ都道府県GAPಉ॑取
੭खथःॊৃ合मؚੳ઒છभ୼खಉ॑઀লघॊऩनؚGAPभ取ੌ॑નੳघॊऒधपेढथؚ஘ૄ
ਸ਼15ಀभ઀ল॑省റघॊऒधऋदऌऽघ؛

⚫ 生産੶ஈقৰ઱૾யਾઔછभ઀লभ੠पৄ੢ाद઀লखञৃ合ك
⚫ ৉্農政局ಉؚ都道府県఺ल৘঴੨ऋ઀ল॑੷ीॊછథ

－ 20 －

対଴ણ৿ ઀লછథ

થਃ農業
થਃ農産੟ૠત਀A.ڭभෝમ఺लଅယ੝良ৱ౫ྼम਀B.1भ農

ఇ॑農産੟भ生産ૌஙಉपઞ৷खञৃ合मؚઞ৷खञৱ౫पण
ःथؚ৊ૠત਀A.ྼڭम਀B.1प৒ीैोञ੦૆॑௥ञखथः
ॊऒध॑઒৥घॊછథಉभ୼ख

થਃ農業भअठ
ຍಞฅ೏஍ટभ高ःથਃ
農業قਸ઴ೈ઼भ取ੌك

ଅယ൧૵੥ટછథभ୼ख
ᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ྼमຍभ਺োभःङोऊभ取ੌ॑ৰ઱
खञৃ合प૑ਏधऩॊછథ

ᇊෝभ઱৷ ଅယ൧૵੥ટછథभ୼ख
総合ଆ௾

ञटखؚଠศಉ生੟農ఇ॑ق
ਹ৷खञৃ合प଒ॊك؛

਀B.1भ農ఇ॑農産੟भ生産ૌஙಉपઞ৷खञৃ合मؚઞ৷ख
ञৱ౫पणःथؚ৊ૠત਀B.1प৒ीैोञ੦૆॑௥ञखथःॊ
ऒध॑઒৥घॊછథಉभ୼ख

－ 20 －



㌣ ઒ುછథमؚ都道府県఺ल৘঴੨ऋ૑ਏपૢगथ઀ল॑੷ीॊৃ合ऋँॉऽघ؛
㌣ ઐહসभઐહप関घॊ઒ುછథؚ経৶છథ఺लઐહணடभ੦ຊधऩढञછథमؚ
ઐહ॑ਭऐञফ২भโফ২ऊैڱফ৑৳ோखथऎटऔः؛

対଴ણ৿ ઒ುછథ

ᇊෝभ઱৷
・ᇊෝभභো஫௠ಉभ୼खپ

・ᇊෝभਛ分઒৥છಉभ୼ख
・઱ෝଵ৶ੑ઺ق੿ਛखञৃ合ك

ຍಞฅ೏஍ટभ高ःથਃ
農業قਸ઴ೈ઼भ取ੌك

ᇊෝभ઱৷ؚ෤ෝभ઱৷ྼमຍभ਺োभःङोऊभ取ੌ॑ৰ઱ख
ञৃ合प૑ਏधऩॊછథ

෤ෝभ઱৷
・ढ़ংشॡটॵউؚজঅথॢঐঝॳྼमൃ生ᄎသभர৕भභো୤
॑઒৥घॊභো஫௠ಉभ୼ख

・ఏ૆৓ऩᄌர୤॑઒৥घॊढ़ॱটॢಉभ୼ख

ຍभ਺ো
・ຍभභো஫௠ಉभ୼खقභোຍभৃ合ك
・୿ਲ਼੪भંघຍ৲্১ऋનੳदऌॊછథभ୼खقঽੇଲຍभৃ
合ك

総合ଆ௾
・都道府県ಉऋ৒ीॊ総合ଆ௾ৰᄷ੐ఏभৰ઱ඨ৯भ
ৰ઱૾யऋનੳदऌॊછథभ୼ख

・ઐਦऊऎೊදؚଠศആோ೘੟ऽञमଠศಉ生੟農ఇभභো஫௠
ಉभ୼ख

৉ୠ્ੳ取ੌ 都道府県ऋ૑ਏधੳीॊછథ

取ੌఁ大ਸ઴ ੐଑॑ਭऐॊ農業঻भᄎသ঩๟ಉ

پ ૮೥दᇊෝ॑ো手खञৃ合म஫௠ಉभ取ਬ৔ઍभ分ऊॊછథಉؚঽஔᇊෝभৃ合मᇊෝਉમؚ
जभ୤ؚᇊෝଲୗ਋৑ؚᇊෝଲୗৃ所ؚଲୗखञᇊෝभ୤ಉ॑੶ൗखञછథप৻इॊऒधऋ
૭ચदघ؛

઒ುછథ

ऺৃએ஋ಉऋનੳदऌॊછథقઐહসभઐહসપ઴৒भ੦धऩढञછథك

௓ਤણ৿भৰ઱৔ઍಉऋ分ऊॊછథ

਌੿੟पणःथभল෰・୿ਲ਼खञऒध॑઒৥घॊল෰・୿ਲ਼஫௠ಉभ୼खقमர৐पJAಉधभল
෰ీ৺ृؚৰ೽঻धभ୿ਲ਼ీ৺॑ഁ੥खथःॊৃ合मजभ୼खदु૭ك
ك取ੌએ஋ऋ10aਰ঱भৃ合म省റघॊऒधऋ૭ચदघق

્શᄎသ農産੟ಉभੳ઒॑ਭऐञ঻भৃ合मؚੳ৒઒भ୼ख

都道府県ྼम৘঴੨ऋ૑ਏधੳीॊৱમ
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ڰ ஗঵঻੮৬ಉऋ৳管घॊ઒ುછథಉ
਄ੌુৢभ઒ುછథ1

ৌ଴ણ৿શभ઒ುછథ2

઒ುછథಉभનੳृ৳管਋৑3
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ઐહપमؚ၎ষએ஋प౐੼॑ଭगञुभदघ؛
ञटखؚਰৣभَઐહપभ઴৒प関घॊିਔ事ඨُभधउॉؚ੖પऔोॊऒध
ऋँॉऽघभदओഅ知ऎटऔः؛
ऩउؚ၎ষએ஋धम኶ᄪृ১એ॑௾ःञৰ੠प対଴ણ৿ऋষॎोञએ஋ق৘঴
੨ಉपेॊৰ઱૾யभનੳ৏भએ஋كदघ؛

ઐહપ ၎ষએ஋پ

كનੳ৏એ஋ق
ઐહ౐੼

ঝ౞௥॑شઐહપभੑ઴प৷ःॊ၎ষએ஋मؚ対଴ણ৿શप၎ষએ஋॑合ੑखथ॔پ
જॉຽथञએ஋धऩॉऽघ؛

－ 22 －

ڱ ઐહપभ઴ল্১

ڲ ઐહসभନ൬

! ઐહપभ઴৒प関घॊିਔ事ඨ

ਏ੯॑௥ञऔऩःऒधऋનੳऔोञৃ合मؚਊჾফ২पઐહऔोञઐહসभ
अठؚਏ੯॑௥ञऔऩःऒधऋનੳऔोञએ஋पৼਊघॊપभନ൬॑੷ीॊऒ
धपऩॉऽघ؛
༘෹ணઔಉभਂਫृபସऩ事੧ऋँढञৃ合पमؚઐહসभ৸部ྼम঳部

॑ନ൬घॊऒधपऩॉऽघ؛ऽञؚโফ২ਰఋभ૞ਸ॑਑଒घॊৃ合ऋँॉऽ
घ؛

⋇ ணடखञએ஋৸थऋ支援भ対଴धऩॊॎऐदमँॉऽच॒ి؛જऩᄎသଵ৶ऋষॎो
ऩऊढञधਖ਼૵औोञৃ合ಉमؚਊჾએ஋पणःथम支援भ対଴धऩॉऽच॒؛

⋈ 支援対଴धऩॊ取ੌऋ৊঳農৉दফ৑पളਯ৚ষॎोञৃ合भ取ੌએ஋मؚభसએ
஋दमऩऎؚڭणभऺৃपउःथؚڭ取ੌ分भએ஋दघڮ؛णभ取ੌ॑ੌा合ॎचथ
ষढञৃ合ق୻ڭ؟णभ農৉दᇊෝभ઱৷धढ़ংشॡটॵউभ取ੌ॑ষअكदँढ
थुؚ支援भ対଴मڭणभ取ੌ分धऩॉऽघ؛پ
؛�થਃ農業भਸ઴ೈ઼भ取ੌؚ取ੌఁ大ਸ઴॑௾ऌऽघپ

⋉ 本਑২म੒઴भ෇೧৔दઐહস॑ઐહघॊலੌादघ؛
ணடપभ৸国合ੑऋ੒઴પ॑঱৚ढञৃ合ؚઐહપऋ੖પऔोॊऒधऋँॉऽघ؛

－ 22 －



農業者（申請者）

①窓口に行かなくとも自宅や職場のパソコンやタブレットから申請ができます。
②eMAFFに各種手続が掲載されるため、ワンストップ（１か所でサービス実現）で各種手続の申請が可能に
なります。

③インターネットを利用するため、役所の開庁時間にしばられることなく、いつでも申請できます。
④eMAFFに申請情報が蓄積されるため、紙で管理する手間が省けます。
⑤蓄積された申請情報は次回の申請等に利用できるため、入力作業が楽になります。
⑥eMAFF上で自分が行った申請の状況を把握することができます。
⑦デジタル庁が提供する法人共通認証基盤（gBizID）で払い出されるIDを利用及び２要素認証（2つの
異なる方法による認証）により、申請者の確認を行いますので、他者のなりすましによる不正アクセスを防止
するなどのセキュリティ対策をとっています。

農林水産省दमؚਊ省भ所ଵघॊ১ഥप੦तऎணடृଓஃস・ઐહসभணட॑ड़থছॖথ
दষअऒधऋदऌॊ農林水産省ુৢணட१شঅ५؟ูৢقeMAFF)॑ଡണखऽखञ؛本ઐહস
पउःथुഥ和ڰফ২ऊैਗ਼৕ணட॑৫઩खथउॉऽघ؛
ਗ਼৕ணடभਹ৷पमؚॹ४ॱঝૂऋ઀୹घॊgBizIDभ取੭ऋ૑ਏधऩॉऽघभदؚ農業঻

੮৬ྼम১য੡द॔ढ़क़থॺ॑取੭खथऎटऔः؛

本交付金の申請をパソコンで行うためには、以下の手順に沿ってIDを登録いただく必
要があります。電子申請を希望される場合は、農地の所在する市町村にお問い合わせく
ださい。

必要なものチェックリスト
パソコンやタブレット等
インターネットに接続できる端末
インターネット環境インターネット環境
代表者の身分証明書

最初に、gBizID （ジービズアイディ）を登録します。以下のサ
イトにアクセスし、 必要事項を記入の上、gBizIDを取得してくださ
い。
gBizIDを用いてeMAFFへアクセスします。必要事項を記入の上、
eMAFFで利用する申請者用のIDを登録してください。

終了次第、eMAFFの利用が可能となります。

eMAFFウェブサイト
https://e.maff.go.jp/

gBizIDウェブサイト
https://gbiz-id.go.jp/top/

QRコードQRコードQR

自動的に自動的に自動的 生成に生成に された生成された生成 説明された説明された

１

２

３
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１ ２

電৕ணட॑ൌ஦घॊ຦஘ष

eMAFFपेॊड़থছॖথணடभওজॵॺ

電৕ணட৷क़ख़ঈ१ॖॺ

QRコードQRコードQR

自動的に自動的に自動的 生成に生成に された生成された生成 説明された説明された

ਠ૔ؚਗ਼৕ணட॑ਹ৷૭ચऩ৘঴੨म଒ैोथःऽघ؛
  事৐प৘঴੨षeMAFFभਹ৷૭౯॑ओનੳऎटऔः؛!

７ ணடুਢऌभ電৕৲

－ 23 －



༗ػ೶ۀ

取組΄৔でのௐࠪ݁果

取組による効果

ଯ肥のࢪ༻
ओ作物の栽培期間のલޙのいͣΕかにଯ肥を施༻する取組

有機೶ۀ

ౙ期湛水؅ཧ
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4	生物多様性がඇ常に高い
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"	生物多様性が高い


#	生物多様性がやや低い


C	生物多様性が低い


分解による
CO2放出

光合成による
CO2吸収

土壌への
すき込み

ଯ肥化

稲・ࣂ料作物౳

わら・Ոச;ん౳

大気中のCO2

土壌中の有機炭素

ʮڥ؀保全ܕ農ۀ௚接支෷ަ付ۚʯで͸、
以Լのようͳڥ؀保全効果を໨的としています。

のऔ૊ʹΑΔ効果ۀ೶ܕอશڥ؀

化学肥料・化学合成農薬を࢖༻しͳい取組

ੜ෺ଟ༷ੑ
อશ効果

地球温暖化
防止効果

・化学合成農薬をར༻しͳいˠカΤルやクϞ、τンϘͳͲが増加する
�� 生物多様性保全効果
・ଯ肥౳のར༻ˠ土壌炭素貯留による地球温暖化防止効果

地球温暖化
防止効果

　わらやՈச;Μ౳͔ら
੡଄したଯංを土壌にす
き込むことで、稲やࣂ料
物が生育中に吸収した࡞
CO2を有機炭素として土
壌中に蓄積。土壌中の有
機炭素は時間とともに分
解されるが、分解される
有機炭素の量よりも土壌
に入る有機炭素の量が多
ければ土壌中の有 機 炭
素量は増加する。

　ଯ肥（有機物）を農地土壌に施༻することで、土壌中の炭素貯留量を
増加させ、間接的に大気中のCO2削減に貢献

ද
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　わらやՈச;Μ౳͔ら
੡଄したଯංを土壌にす
き込むことで、稲やࣂ料
物が生育中に吸収した࡞
CO2を有機炭素として土
壌中に蓄積。土壌中の有
機炭素は時間とともに分
解されるが、分解される
有機炭素の量よりも土壌
に入る有機炭素の量が多
ければ土壌中の有 機 炭
素量は増加する。

　ଯ肥（有機物）を農地土壌に施༻することで、土壌中の炭素貯留量を
増加させ、間接的に大気中のCO2削減に貢献

ද

メタン排出少

稲わらのすき込み

有機物の好気分解の進行

秋期 翌春

秋耕

土壌中の有機炭素

分解による
CO2放出

土壌への
すき込み

光合成による
CO 吸収

カバークロップ
大気中のCO2

メタン生成菌が活動 メタン生成菌の活動抑制

メタン排出多 メタン排出少
湛水時 長期中干し実施時

緑肥の作付け
（カバークロップ、リビングマルチ、草生栽培）

地球温暖化
防止効果

　カバークロップを土壌
にすき込むことで、カバー
クロップが生育中に吸収
したCO2を有機炭素とし
て土壌中に蓄積。土壌中
の有機炭素は時間ととも
に分解されるが、分解さ
れる有機炭素の量よりも
土壌に入る有機炭素の量
が多ければ土壌中の有機
炭素量は増加する。

地球温暖化
防止効果長期中干し

地球温暖化
防止効果

通常よりも長期間の中干しを実施する取組

秋季に耕うんを行い、翌春に水稲を作付け（湛水）する取組

　全国8県9地 点でのほ
場試験の結果、慣行の中
干し期間を一週間程度延
長することでメタン排出
を約30％削減。

（Itoh et al. 2011）

　メタン生成菌は嫌気的
な環境下で易分解性有機
物を分解してメタンを生
成するため、湛水開始ま
でに稲わら由来の易分解
性有機物の分解を進行さ
せておくことで、メタンの
排出量が減少する。

「環境保全型農業直接支払交付金」について

http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/kakyou_chokubarai/mainp.html
平成23年度から化学肥料・化学合成農薬を原則5割以上低減する取組と合わせて行う地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動を支援しています。

※各取組の効果は、第2期第6回第三者委員会資料１にて算定手法を公表しております。

秋期 翌春

　カバークロップ（緑肥）を作付けして農地土壌にすき込むことで、土壌中の
炭素貯留量を増加させ、間接的に大気中のCO2削減に貢献

　水田において長期間の中干しを行うことで水田土壌を乾かし、嫌気性のメ
タン生成菌の活動を抑制してメタン（温室効果ガス）の排出を削減する

　秋に耕起を実施して稲わらを土壌中にすき込むことで、稲わら中の有機物
の好気分解を促進し、翌春の水稲の作付け（湛水）時にメタン（温室効果ガ
ス）の排出を削減する

【留意事項】地域の生物相に応じて、地域内に江の設置や中干しを実施しない水田の確保など、生物保全の対策を検討することが推奨されます。

取組による効果

取組による効果

取組による効果

2

裏
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お問い合わせ先 管轄区域 電話番号
北海道農政事務所 生産経営産業部
生産支援課 北海道 011-330-8807

東北農政局 生産部 環境・技術課
青森県 岩手県
宮城県 秋田県
山形県 福島県

022-221-6193

関東農政局 生産部 環境・技術課

茨城県 栃木県
群馬県 埼玉県
千葉県 東京都
神奈川県 山梨県
長野県 静岡県

048-740-0167

北陸農政局 生産部 環境・技術課 新潟県 富山県
石川県 福井県 076-232-4131

東海農政局 生産部 環境・技術課 岐阜県 愛知県
三重県

052-746-1313

近畿農政局 生産部 環境・技術課
滋賀県 京都府
大阪府 兵庫県

   奈良県 和歌山県
075-414-9722

中国四国農政局 生産部 環境・技術課

鳥取県 島根県
岡山県 広島県
山口県 徳島県
香川県 愛媛県
高知県

086-224-4511

九州農政局 生産部 環境・技術課
福岡県 佐賀県
長崎県 熊本県
大分県 宮崎県
鹿児島県

096-300-9049

沖縄総合事務局 生産振興課 沖縄県 098-866-1653

農林水産省 農産局 農業環境対策課 03-6744-0499

お問い合わせ先

－ 26 －
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農林水産省 環境保全型農業直接支払交付金ホームページ
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/kakyou_chokubarai/mainp.html

環境保全型農業直接支払交付金

環境保全型農業直接支払交付金の申請様式、要綱・要領は以下のホームぺージ
に掲載しています。

環境保全型農業直接支払交付金に関する詳細な情報

取組を行う上での詳細な要件等は、取組を行う農地が所在する市町村にご確認
をお願いします。




